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不安，うつ，妄想に挑む心理学： 
臨床と基礎の融合を目指して
日　　時 ：　平成24年6月16日（土）　13：30 ～ 17：10
場　　所 ：　専修大学生田校舎10号館1階　10101教室
総合司会 ：　大久保 街亜 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
研究報告 ：　大久保 街亜 （心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
 　　　「臨床と基礎：実験心理学からのアプローチ」
講　演1 ：　金井 嘉宏（東北学院大学准教授）
 　　　「社交不安障害の認知行動療法に活かす基礎研究」
講　演2 ：　国里 愛彦（早稲田大学助手）
 　　　「うつ病と意思決定：計算論的臨床心理学からみたうつ病」
講　演3 ：　浅井 智久（千葉大学／日本学術振興会特別研究員SPD）
 　　　「妄想・幻覚と自他の表象：基礎から臨床へ，臨床から基礎へ」
指定討論 ：　長田 洋和（心理科学研究センター代表／専修大学教授）
　心理学は歴史的に，心を科学的・実証的に探究する学問としてはじまりました。ただし，
学問が誕生した当初，その科学的・実証的な知見は現代社会の問題に対し，直ちに直接的
な貢献ができるほど精緻なものではありませんでした。かつては，気持ちが落ち込んでい
る人や不安でおびえている人たちに，確固たる証拠に基づいてアプローチができない時代
もありました。しかし，近年になり，行動測定の洗練や脳科学・神経科学の爆発的進歩に
より，現実的な問題に直結する様々な知見が蓄積してきています。
　今回のシンポジウムでは，不安，うつ，妄想を取り上げ，科学的・実証的な研究と臨床
的なアプローチとの関係を探ってみたいと思います。心の時代と呼ばれる現代において，
多くの方々が不安，うつ，妄想を経験し，悩んでいます。これらの問題に対して，心理学
者たちは，最先端の脳機能計測や行動の測定に基づき，新たな取り組みを模索しています。
今回はそれらの研究の一端を紹介し，参加者の方々と議論を深められたらと考えています。
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心理科学研究センター 平成24年度 第1回シンポジウム
件名を「6/16心理科学シンポジウム」とし、①氏名（ふりがな）、②郵便番号、③住所、④電話番号を
明記のうえ、下記のメールアドレスまたはFAX番号までお送りください。
司会・進行  大久保　街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
お申込み・お問合せ
融合的心理科学の創成：心の連続性を探る文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業平成23年度選定事業
〒214-8580　神奈川県川崎市多摩区東三田2-1-1
e-mail：socio@acc.senshu-u.ac.jp  TEL：044-911-1347  FAX：044-911-1348
※お申込み時にいただいた個人情報は、専修大学からのお知らせや連絡、または個人が特定できないようにして統計処理等を行う目的で使用します。
■申込み締切：6月8日（金）
専修大学社会知性開発研究センター事務課
■  向ヶ丘遊園駅（小田急線）北口より「専修大学前」・「聖マリアンナ医科大学」・「あざみ野」行きバスで約10分 →　
　　専修大学120年記念館前下車 徒歩3分
■  向ヶ丘遊園駅（小田急線）南口より徒歩14分
■ あざみ野駅（東急田園都市線・横浜市営地下鉄）より「向ヶ丘遊園駅」行きバスで約35分→専修大学120年記念館前下車 徒歩3分
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主催：専修大学社会知性開発研究センター／心理科学研究センター
平成24年6月16日（土）13:30～17:10（受付13：00～）
『不安、うつ、妄想に挑む心理学：
臨床と基礎の融合を目指して』
―13：30～14：00―
大久保　街亜 
（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
「臨床と基礎：実験心理学からのアプローチ」
―16：40～17：10―
長田　洋和 
（心理科学研究センター代表／専修大学教授）
―14：10～14：55―
金井　嘉宏 
（東北学院大学准教授）
「社交不安障害の認知行動療法に活かす基礎研究」
―15：00～15：45―
国里　愛彦
（早稲田大学助手）
「うつ病と意思決定：計算論的臨床心理学からみたうつ病」
―15：50～16：35―
浅井　智久 
（千葉大学／日本学術振興会特別研究員SPD）
「妄想・幻覚と自他の表象：基礎から臨床へ、臨床から基礎へ」
専修大学生田校舎 10号館1階 10101教室
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【趣旨説明】
大久保 街亜（心理科学研究センター研究員／専修大学准教授）
　本日は足もとの悪い中，お越しくださいまして誠にありがとうございます。定刻になりましたの
で，これからシンポジウムをはじめます。
　私は，専修大学社会知性開発研究センター及び心理科学研究センターの研究員で本学の准教
授を務めております大久保と申します。本日は5時くらいまで，どうぞよろしくお願いいたします。
　きょうのシンポジウムですが，「不安，うつ，妄想に挑む心理学：臨床と基礎の融合を目指して」
というタイトルで開催をいたします。タイトルに出てきた3つの用語について，ここに3つのイメー
ジ画像を出させていただきました。不安とうつと妄想と3つのイメージ画像です。不安，うつ，妄
想は特殊な心の状態だと思うかもしれません。しかし，決してそうではありません。不安という
のは，例えば現在とか将来の状況に対していらいらしたり，すごく心配になったりとだれにでも
あることです。同じように抑うつもよくあるものです。落ち込む，ひどく悲しくなる。このような
気持ちの落ち込みなら，だれでもあります。それから妄想。これは，現実にないことを考えてしまっ
たり，場合によってはそれが見えてきたり，人によってはそれが聞こえてきたりすることです。現
実にないことを考えるというと極端に聞こえますが，「想像」というレベルでは誰でもよくあるこ
とです。宝くじに当たったら何をしようかと想像することは多くの方にあるのではないでしょう
か？
　繰り返しになりますが，不安も落ち込みも妄想もよくあることだと思います。不安の軽い状態
が「心配」になりますが，心配するというのもだれでもよくあることです。例えば，この生田キャ
ンパスにきょう初めていらっしゃった方はどれくらいいらっしゃいますか。どうぞお手を挙げてく
ださい。どうもありがとうございました。下ろしてください。ここに来るまでわかりにくくありま
せんでしたか。ここでよかったのかなと心配になったりしたのではないかと思います。このような
心配はだれにでもあると思うのですが，それが非常に強く出てしまって生活に支障が出るような
レベルになると，やはり心理的な専門的な介入が必要になるということになってきます。それでも，
日常的な心配であるとか，落ち込んだりとか，あるいは妄想を抱いたりするのはだれにでもある
ことです。ただし，それが強くなってくる場合もあるかもしれないわけで，それがしばしば問題
となります。
　もしそういった不安や抑うつや妄想があまりにも強い場合には，「心理教育相談室」というもの
をこのキャンパス内で行っています。私たち専修大学の人間科学部心理学科のメンバーが，地域
に開かれた相談室を目指して開室をしています。もしかすると，きょういらっしゃった方々の中に
は個人的に，あるいはご家族の方，知り合いの方に何か心配事がある方がいらっしゃるかもしれ
ません。その場合はどうぞ，「専修大学心理教育相談室」をご利用ください。もちろん相談室の
利用は選択肢の1つで，必ずということではありません。何かございましたらお気軽にご相談して
いただければよいのではないかと思います。
　不安や抑うつや妄想などの問題に対する日々の活動，それを臨床活動と私たちは呼んでいます。
その活動は常に「基礎研究」，「臨床試験」，「臨床実践」という3つの要素があって初めて成り立
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つものだと考えています。臨床実践というのは現場で，例えば心理の場合だったら悩んでいる人
の助けや，あるいは援助や，そういうことをしていくわけですか，それだけをしていてはやはりう
まくいきません。例えば今週のはじめにアトピーのかゆみが持続するメカニズムが発見されたと
いう話が新聞やテレビの報道にありました。医学の分野では実際の臨床，つまり，お医者さんが
現場で携わることと研究がかなり密接に結びついています。このアトピーの例でも，おそらくお
医者さんが，患者さんのかゆみがなんで持続するのか，患者さんたちを助けるにはどうしたらい
いのだろうかなど，そういう問題意識を持っていたと思います。それがいろいろなつながりを経
て研究に至り，画期的な発見につながったのだと思います。今週ニュースになった例では，マウ
スを使った実験でかゆみの持続にかかわるタンパク質が見つかりました。これはかなり基礎的な
研究になります。ちょうどパイの右上になります。臨床の実践と基礎が融合してそういうアイデ
アが出てくる好例といってよいのではないでしょうか。さらに医学の場合にはマウスの実験結果
をそのままヒトに当てはめるわけにはいかないので，臨床試験を行います。そして薬ができあがっ
たら，それを現場で使っていく。また現場で使ったものは，もっといいものがないか，こういう改
良点がないかということで基礎に戻る。そういうサイクルができあがっているのです。医学の場
合にはこういう基礎と臨床をつなぐサイクルがきちんとございます。
　ただ残念ながら，心理学は少し後発の学問ですので，医学のようなきちんとしたサイクルがで
きあがっているわけではありません。今回のシンポジウムではぜひそういうサイクルについて考
えてみたいと思います。医学にならうというわけではありませんが，臨床と基礎を融合させて，
より心理学あるいは心の悩みやトラブルにも，実証に基づく科学的な証拠に基づく対応ができる
ような体制を目指していきたいと私たちは考えています。それがこのシンポジウムを企画したも
ともとの目的です。
　そこで，今回3人の学外の先生をお呼びしてお話しをしていただきます。最初に金井嘉宏先生。
そして国里愛彦先生。こちらに浅井智久先生。3人の先生にお話ししていただいて，また当センター
の代表でもある長田洋和から指定討論を行います。
　今回講演で3人の先生方にそれぞれお話しをしていただいたあと，ごく簡単な質問だけを受け
付けます。複雑な質問や議論は最後の指定討論の時間に回し，それらの質問を通じてフロアのみ
なさんを交えてディスカッションするという形式をとりたいと思います。もちろんいろいろ質問し
たい，いろいろ意見を聞きたいこともおありになると思いますが，全体のディスカッションの時間
を別に設けましたので，個々のご質問に関してはまたあとでよろしくお願いいたします。
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【研究報告】大久保　街亜（心理科学研究センター研究員）
【講演2】国里　愛彦氏
【指定討論】長田　洋和（心理科学研究センター代表）
【講演1】金井　嘉宏氏
【講演3】浅井　智久氏
